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地質調査所の文献情報サｰビスｰ外から見ると一

小野晃司1)

地質調査所が地質文献目録の編纂作業を始めて

45年,1983年版の印刷によって,中問のとぎれが

なくなり,1945年以来の全体がつながることとた

った.これまで関係された方々のご努力に深く敬意

を表するとともに,心からお祝い申し上げます.私

は,1991年10月,工技院共用講堂で行なわれた地

質文献情報に関する地質調査所研究発表会に,文献

目録の利用者の立場から講演するように依頼をうけ

た.本稿はその講演の内容に,多少の加筆を行なっ

たものである.

利用者として何かものをいうようにというお話だ

った.しかし,私は地質調査所の図書室には今でも

大変お世話にたっているが,あとで書くように地質

文献目録のよいユｰザｰではない.それに,1年半

前に卒業した新米0Bで,最近までいわば`メｰカ

ｰサイド'にいた,かなり半端な立場である.それ

でも,一応,外部の者として,地質文献目録に限ら

ず,地質調査所がかかわっている文献サｰビスや出

版物等についての雑感を書か娃ていただくことにし

た.

地質文献目録もっと利用されるために

地学の分野でも一次情報の生産がふえる一方であ

り,関連分野も広がり,印刷物の種類も多くなっ

て,とても一人では眼カミとどかない.必要な情報を

探すために,加工された二次･三次情報カミますます

重要になる.だから,地質文献目録などはもっと使

われていてよいはずなのだが,私のまわりではそれ

ほどでもないようである.それは`私のまわり'の

特殊た事情にもよる.私個人については,全く新し

い分野の文献を探すような仕事を最近していないか

らで,それよりも,一つの文献から孫ひきて手づる

式に出てくる文献を追うのに精いっばいというのカミ

実'1音である.私のいまの職場は,ある地質コソサノレ

タント会社の本社であるが,直接の現場は地域別の

支社･支店などが担当している.そこには地方地質

に関してはある程度の知識の蓄積があり,また,地

域の大学から情報をいただいたりして対応している

のだが,そのようた場所では地質文献目録は大いに

役立つだろう.

経験のたい地域や分野の仕事をてがけようとする

とき,地質文献目録が大きな助けとなることは明ら

かである.しかし,地質文献目録は1988年の1年

分だけで,800ぺ一ジの大部である.文献目録は親

切に作ろうとするほど厚くだる.これを何冊もめく

るのはやはり大事業である(このとき,ユｰザｰ側

は目録の恩恵の方は考えたいのがふつうである).

だから,地質文献デｰタベｰス`GEOLIS'がフロ

ッピｰディスク(以下FDと略記)によって,一般に

利用できるようになったのは,画期的なことといえ

る.ところが,残念たことに,地質文献目録は通年

の完成をみたが,GEOLISは1986年以降しがたく,

それ以前にはまだ入力が及んでいたい.地質情報の

特徴の一つは,他の自然科学の分野にくらべて,古

い時代の文献への需要が格段に大きいことである.

同一地域の地質についても,新しい記述の方がつね

に役に立つとはかぎらないし,噴火記録たどはその

時点で書かれたものが最も重要なことは明らかであ

る.GEOLISで探しても中途半端たことがわかっ

ていれば,ブレｰキがかかるだろう.不完全さ一ど

こかが抜けていること一がデｰタベｰスの大敵であ

る.冊子スタイルの目録に続いて,FD版の通年の

完成を切に希望する次第である.FD版で全体が探

せるようにたれほ,需要は大幅にふえるだろう.し

かし,デｰタカミ大量になれほ,現状では検索に結構

時間がかかる.上手た検索のための簡単た手引でも

あるとありがたいと思う.やがては,ハｰドの能力
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がさらに向上して,一般の人でも,大量のデｰタか

ら高級な検索がもっと容易にできるようになるだろ

うが.

｢何があるか?｣と｢これがあるか?｣

GEOLISは,特定の内容をもつ文献を探すこと

に使うのがふつうで,これは｢何があるか?｣の使

い方といえよう.地質調査所の蔵書は地質に関する

大図書館である.とくに外国の文献には,国内で希

少なもの一唯一,あるいは,ほとんどない一が少な

くない.文献名はわかっているが,それがどこにあ

るかわからない.地質調査所たらあるかもしれな

い.つまり,｢これがあるか?｣に使われるのが蔵

書目録である.外部から見たとき,地質調査所の図

書館の特徴の一つはは希少文献を沢山収蔵している

ことなのだから,所在情報としての蔵書目録の役割

は大きい.地質調査所や工技院の蔵書目録はすでに

出版されているが,そのFD版カミ出されれば,大変

役に立つと思われる.これを完成させるのは,GE-

OLISの遡及完成よりも容易なはずである.

公刊と公開のちがい?h批純b砒醜⑪的曲･

Hs血ea

現在GEOLISの対象となっているのは,地質調

査所に入ってくる公刊資料である.しかし,世の中

には,公刊されたものの他に,公共･民間の工事等

にともたう非公開資料が膨大にあり,両者の中間

に,印刷公開されてはいるものの,公刊とはいいが

たい程度にしか流通していたい資料が沢山ある.そ

れらを,かりに公開資料とよぶことにする(専門家

の問では,grayreportというのだそうだ).たとえ

ば,金属鉱業事業団やNED0などからは,多くの

調査の結果が印刷されていて,その中にはオリジナ

ルの良質たデｰタをふくんだ貴重なものがある.し

かし,部数があまりにも少ないので,存在が知られ

ていない.官庁や政府関係機関の報告類には,行政

的目的で出されているものでも,内容はきわめて研

究的たものが少たくたい.それらの中には,オリジ

ナルた成果がふくまれていることもあるが,それら

がすべて学会誌等に公表されるわけではない.ま'

た,委員会等の資料には,その性格上,ある分野の

研究の総括をしたものがかなりある.専門の分化が

いちじるしいなかで,総括的報告は大変役に立つも

のである.しかし,このような総括の結果カミあらた

めて学会などで公表される機会はさらに少ない.

生産物の流通は研究者側の努力の問題でもある.

主に大学研究者による科学研究費の報告書も似た性

格のものだが,最近は流通に努力が抵われるように

なった.しかし,これも研究者間のいわほ仲間うち

の交換が主で,図書室などには自動的た入るわけで

はない.GEOLISのサｰビスと交換に,流通の少

ない印刷物の収集が助けられるとよいと思う.

たてまえとしては公開されていても,現実には利

用しにくいか,あまり利用されてたいものがある.

原子力施設の調査資料が国会図書館に入っていて,

公開されていることを,私は最近まで知らなかっ

た.私が勝手に非公開と思い込んでいたためでもあ

るが,少なくも,公開が当然という雰囲気ではない

からでもある.いずれにせよ,公開されているのは

よいことである.NED0の報告書など,オリジナ

ルデｰタが沢山入っているのに,印刷部数がきわめ

て少ないものも,せめて国会図書館と地質調査所の

図書室には収められる慣行ができるとよいと思う.

工事等にともなう非公開資料が膨大にあること

は,はじめに述べた.一般論として,たるべく多く

のものが公開されていることと,公開されているこ

とがわかりやすく,一般に利用されやすい状態であ

ることが望ましい.情報が私物化されると,'1青報を

活用して創造することよりも,情報を所有している

こと自体が価値をもつようた錯覚を生じる.現在の

状態は,情報あるいは知識の占有と共有｣盾報公開

一についての,国や国民の意識のおくれの結果とい

えるだろう.いろいろなレベル(関係者)での改善へ

の努力が必要である.文献1青報ではたく,ファクト

デｰタの例だが,地域地質研究報告(5万分の1地

質図幅)では,記載標本が地質標本館に収蔵され,

その標本番号が報告書に明示されている.また,

NED0による地熱開発調査の大量のボｰリングコ

アが,地質調査所関係者の無償のサｰビスによって

大学の研究者などに公開されている.これらは大い

に評価されてよい慣行である.
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專門別構戌

情報サｰビスが世間に知られていない

地質調査所は,地質文献目録,GEOLIS,地質図

索引図などの文献情報サｰビスを提供している.地

質図索引図は地質調査所が入手したすべての文献中

の国内の地質図の範囲を図示したユニｰクで便利な

出版物である.これらのサｰビスはもっと利用され

ていてよいはずと思うが,基本的な問題は,地質調

査所がこの種の仕事をしていることが知られていな

いことなのだろう.地質調査所を知っている人は,

たいてい,地質調査所が5万分の1地質図幅を刊

行していることを知っているけれども,文献情報サ

ｰビスを行たっていることを知っているわげではな

し･.

よい仕事は,研究者間では自然に流通するものだ

し,一方,仕事の成否も以前はあまり予算には反映

されたかったので,研究者は広報活動に理解がな

く,不慣れだった.黙っていても売れる図幅と人が

知らたい地質文献目録とは,老舗の名物と新製品の

ようなものだ.新製品が売れるためには,それなり

の手順一広報一が必要である.地質調査所の広報活

動では,`地質ニュｰス'のはたらきがきわだって

いる.ただ,`地質ニュｰス'がもっと読まれるた

めには,今まで`地質ニュｰス'を見たことのたい

人に見てもらうための`広報'なり,本屋において

もらうたりの手続きが必要なのである.`地質ニュ

ｰス'がここまで来るまでには,関係者の大変な努

力があった.よい内容への努力に見合った,所とし

ての販売への努力が望まれる､

地質科学の世界最大のデｰタベｰス,GEOREF,

はAGI(AmericanGeo1ogica1Institute)τこよって編

纂されている.AGIは地学関係19団体の連合体で,

財政は民間企業や個人の寄付で支えられているらし

い.つまり,ユｰザｰ側の二一ズで作られ,自前で

運営されている.戦後の早い時期とちがって,いま

日本で地質デｰタベｰスを支える産業基盤はない.

だからこそ,日本では国の機関として地質調査所が

文献デｰタベｰスを運営してほしい.定員予算等き

わめてきびしい状況の中で,どうしたらよいのだろ

うか?

デｰタベｰスは集積のメリットが優劣を決めるの

だから,大きくたげれぽならない.GEOLISを地

質調査所単独ではなく,工技院の情報サｰビスの一

1992年7月号

人数

后金去構火羨奏金鉱鉱燃地第環都土主水表土補地海地地地地地考そ地

位積生造山成成山床物料熱田境市木質文査木報震洋球球質理学古の球

･物地･岩岩地地紀地地地工地地工地地地物化年教他惑

堆質人質質質質質学質質学質質質理学代育星

横山学

岩岩

人数

職種別構成

1日日日

8日日

76日

6日a

5日日

4日日

3a日

2日回

1日日

日

�

高学院院研学犬高中小教地鉱土民国地行分揺官そ不

校部^(究生学校学学職質業木閻研.方政団物公の明

生学修博生そ校校そ調達そ究所関節庁他

生))のの査築の機究係そ

他他業他関機の

関他

第1図地質学会会員の専門別･職種別構成･

籾倉(1991)中の図による､

欝

1人

部一その中で実績のあるもの一と位置づげることも

できよう.また,多くのユｰザｰがアクセスしやす

いように,外部のよく動いているデｰタベｰスとタ

イアップするのも1案であろう.たとえば,JAC-

ICNETという建設関係のデｰタベｰスは多くの実

質的情報をのせていて,よく利用されている.その

ようた場で,まずGEOLISの存在を知ってもらい,

利用者をふやすこ･とが必要だろう･

上に,GEOLISを支える産業がないと書いたげ

れども,本当にそうだろうか?最近発表された地質

学会員の専門別･職種別構成(第1図･籾倉,

1991,による)は,いろいろのことを教えてくれ

る.区分の仕方に任意性があるにせよ,専門別区分

では土木地質が層位と古生物についで多い.職種別

では民間が全体の3分の1を占めているが,その

中の地質調査業は全職種中のトップである一かたり�
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の人はすでに地質学会を離れてしまっているにもか

かわらず一.民間で働く地質家の圧倒的部分は地質

調査業にいて工学的地質に関わっている.しかし,

多くの指摘があるように,地質学雑誌には工学的地

質に関する論文はきわめて少ない(たとえば,ヒｰ

リｰ･原田,1991,など).この領域で働いている

人が学会の主要構成グルｰブの一つであるのに,学

会も,大学も,地質調査所も,その方を見ていない

(私自身も最近までそうだった).地質調査`所'と

地質調査`業'とが疎遠たのは変ではないか.日本

の学問によく見られることとはいえ,理と工の間の

開きの大きさは健全ではたい.全く順序が逆かもし

れたいが,GEOLISが対話を復活させるきっかげ

とたってもよいと考える.

図幅とマｰケッティング

5万分の1地質図幅(地域地質研究報告)は,地調

月報,本報告などとともに,地質調査所の研究成果

として出版されている.研究成果としての地質図幅

は,地域地質のモノグラフとして,次々と質のよい

ものが出版されていてよろこぽしい.しかし,地質

図幅には,研究成果の面とともに,定型で全国をカ

バｰする`図幅'という面があり,それは正観の手

続きによって市販されている`商品'である.そこ

で,ここでは,月報などのようた論文型の研究成果

とは異なる,商品としての図幅について考えてみた

し･.

作成側の動力源としての研究要素がたげれぽ,よ

い図幅は作れない.そこで,作成側と外部の一部の

研究者仲間とから見れほ研究要素の比重が大きく,

外部の多くから見れほカバｰ要素が大きい.研究は

自発的なものだから,外から前もって成果を予測し

たり,期待することはあり得たいが,定型的図幅に

は,出版が待たれているという二一ズ型の性格があ

る.小縮尺広域の地質図類や各種の主題図たどには

さらに二一ズの要素が大きいものがある.

第2図は,地質図類の数例についての,最近10

年程の間の売り上げの実績である.5万分の1地質

図幅の3種は,ほぼ同時期に出版されたもので,

開発が進む大都市付近のもの,離島でとくに最近の

話題はないところ,とそれらの中問,というつもり

でかりに選んだ.大都市の図幅は3年で在庫切れ,

枚数

㈬住伀

��　

�〰　

�　

蚤二鑑1/100万,1/200万地質図

▼一岬1/20万地質図

H1/5万地質図幅

H火山地質図

締ヂ

静爾

秤

第2図

�������

地質図の出荷枚数の例.

この数字は,地質調査所から出荷された数.出

版時の所定の配布は除く.販売は地学協会と日

本産業技術振興協会(枝振協)を通じて行なわれ

ている.

増し刷りも再び6年でなくたり,需要の大きさを

示している.売行きは大都市･中問･離島と予想ど

おりの順序である.しかし,私は,いまとくに注目

をひく対象とは思えない離島の図幅が小量づつでは

あるが,定常的に売れていることに感心した.基礎

的資料への二一ズを示しているのであろう.小量づ

つとはいえロングセラｰである.すべての在庫切れ

の図幅を直ちに増刷できる状況にはたいのだから,

商業出版物なみの価値基準で,多少の在庫をデッド

ストックたどといわれては困る.

第2図は小縮尺の地質編集図がよく売れている

ことを示している.20万分の1や50万分の1図幅

は,単純にカバｰ面積が広いことだげでなく,5万

分の1図幅たどより細密た専門的要素が少たい分,

多目的に使えるためなのだろう.日本全域を一目で

見られる,あるいは,等質にカバｰする200万分の

1や100万分の1編集図類の需要が高いのは当然で

ある.100万分の1地質図は,地質アトラスが早々

に絶版にたったので,とりあえず地質図だけをコピ

地質ニュｰス455号�
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一で再版したものである.二一ズに応えたものとい

えるが,もともと,二一ズのあるものを小量しか印

刷したかったことに問題の起こりがある.

50万の1地質図幅が数年前に全国17面の完成を

みた.大変によろこぱしいことだった.しかし,そ

の時点で,それまでに出版されていた他図幅のかな

りは絶版になっていた.ユｰザｰ側からすれば,全

部入手できる状態でたげれば全国揃ったとは言い難

い.中･小縮尺の図面は,日本全体について等質の

地質情報を提供するという,地質調査所の責任的性

格をもつ.全国版が用意できたげれば,所としての

代案を地質図の目録に示すべきだろう.たとえば,

絶版になっている50万分の1図幅の地域は,新版

100万分の1図幅で十分代用できる,など一関係者

にはわかりきったことでも,知らない人のためにこ

そ広報はある!一.普通の商店たら,注文のものが

品切れでも,同じ機能の他の商品があれば,それを

見せるだろう.品切れでも平然としていれぱ,殿様

商法といわれても仕方あるまい.

阿蘇火山地質図は,火山地質図の中でもよく売れ

ている.しかし,これは自動的にそうたったわげで

はたい.現在この地質図は,地元熊本市の書店と阿

蘇の草千里にある阿蘇火山博物館の売店とにおいて

あるが,それは,地元に住んでいる著者｡一人が,

事実上書店の代行をして道をつけた結果である(現

在図幅類は書店の買い取り方式たので,書店がはじ

めよほど好意的でなげれぱおいてくれない).いま,

定常的にこの図が売れているのは,博物館を訪れる.

膨大た観光客のおかげで,とくに,修学旅行の下見

に来た高等学校の先生がよく買っているそうであ

る.地質図の新しいユｰザｰを発見したことにな

る.

アメリカの国立公園を訪れた人は,そこで地質図

や,地質のガイドブックが売られていることを知っ

ている.私は,昨年イタリアのナポリで行たわれた

火山シンポジウムに参加した.そのときの配席物の

中に,エトナ火山の美しい地質図(写真1)カミあっ

た.裏面は写真入りの解説なのだが,溶岩流などと

ともに,山猫や鳥の写真がある.不思議に思ってよ

く見たら,この地図はアノレバイソクラブが作った,

地質図を主体にした自然ガイドマップなのであっ

た.地質凡例だげでたく,自然探勝路,そこで見ら

れる溶岩丘･溶岩トンネルだとの火山地形や,植物

1992年7月号

写真1エトナ火山の自然ガイドマップ･(イタリアの市

販品).上は表紙,下は山頂部分(左右9km).

･動物一ぶな･柏だの狐･山猫から蛇･とかげま

で一が図上に示してある.値段は日本円で1700円

ほどで安い.基本的には地質図なのだが,一般向げ

ガイドマップとして市販されていることに大変感心

した.日本でも,自然公園や観光地では植物･動物

の案内書はあるのが普通にたった.多彩た地学現象

に恵まれた日本で,何故か地質だけは一般の人に語

りかけていたい.私たち地質家が,地質は一般向げ�
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ではなく,自分たち変り者だけが相手にする難物と

決めて,自閉的にとじこもっていた歴史の結果だと

私は思っている.

ひどく脱線してしまったが,私は阿蘇火山地質図

を高校の先生が買ってくれていることに勇気づげら

れたのである.20万分の1や50万分の1の地質図

は,適当な解説があれば高等学校のよい教材にたる

と私は思う.地質図というものを知っている人を増

やすことが,仕事を理解してもらう第一歩たのであ

る.最近r槍ケ岳｣だと北アルプス地域の5万図

幅の刊行が,一般向げ山岳雑誌｢山と渓谷｣や｢岳

人｣に大きく紹介された.うれしいことだった.

日本の地形図を発行している国土地理院や海図を

出している海上保安庁水路部などで,私が気がつい

たマｰケッティングに関する一二の事例を,参考の

ために紹介しておこう.国土地理院では,地形図の

r平均需要量｣図(写真2)が作られていて,年間の

平均売り上げ数が図画ごとに色分けで示してある.

作業図として作成されている(印刷は現在されてい

ないとのこと)が,ただ見るだけでも大変おもしろ

い図である.海上保安庁水路部と鮒日本水路趨会と

が,海図類の紹介のために出しているr海の囲いろ

いろ｣というリｰフレットがある.1枚を折っただ

けの小さな印刷物だが,淡い色刷で感じがよい.海

に関する各種の図面の紹介をするとともに,r海図

等に関する間い合わ畦先｣として,購入･内容･複

製等,間い合わせ内容に応じて窓口が示してある.

ユｰザｰ側に立った書き方だと思い,私は好きであ

る.

研究所の成果品の`売り上げ'は,自動車の売上

台数などと違うことはわかりきっている.しかし,

入手のためにお金を払ってくれている以上,ユｰザ

ｰの意向をきくのは当り前のことである.

非関税障壁一言語バリアｰ一

目本語は世界に通用しない.英語だとの国際語に

たいする苦手意識は,若い人からは急激に取り抵わ

れつつあるが,世界とのつきあいに言葉はまだまだ

両方向の大きな壁である.成果を世界のものにする

ために,印刷物についても,意識的た努力が必要

だ.

最近,地質調査所のある研究のまとめが印刷され

繋簿霧霧鐘

織鑑

写真2｢2.5万分の1地形図平均需要量｣.(国土地理院

の作業図).

た､主た成果は,見事なカラｰ印刷の図のセットで

ある一標題以外には英文がついていない.図自体は

内容の見当がつくとしても,何のために図が並べて

あるかはわからたいだろう.1べ一ジでよいから,

英文のアブストラクがあったらと,まことに惜しま

れる.研究者の意識は人ごとにさまざまなので,こ

れは組織としての情報発信の姿勢と品質管理の問題

であろう.

私は4半世紀前にUSGS(米国地質調査所)に滞

在していた･そこの図書館の書庫で,日本の地質調

査所の図幅説明書が整理されて並んでいるのを見て

嬉しかったことを覚えている.それは館員が裏表紙

の英文から苦労して並べたのだろうが,そこで万事

終りである.説明書の背は日本語しか印刷Lてない

ので,私にはわかっても,日本語を読めない人には

全く無意味な蔵書になってしまう.人から聞いた話

だが,大英博物館(?)の図書室では,外側に日本語

しがたい出版物は,単に`東洋'一東洋の地質では

たい!一という区分にほうりこまれるのだそう

だ.いま,雑誌や図幅など,日本語による多くのシ

地質ニュｰス455号�
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リｰズ出版物には,英文のアブストラクトやキャプ

ションが付けられている.背に英数字による表現が

あるだけで,実質の流通度は格段に増すだろう.

昨年イタリアに旅行したとき,地質図を買おうと

して,ひどく苦労した.そのとき,逆の立場を考え

て樗然とした.地質調査所が発行している地質図類

の凡例には英文が付いているから,日本語が読めた

くても十分に役に立つ.私カミ外国から日本に来た

ら,地質図を買いたいと思うだろう.だが,何があ

るのか,どこにあるのか,どうやって探すのか,英

文の目録･案内がないので皆目わからない.ほとん

どの旅行者は情報弱者たのである.日本の地質家の

友人にたずね,結局は買ってもらうことになるだろ

う.実際に,私たちはこれまで個人的には親切に対

応してきたと思うが,個人的た対応は解決にたらな

い.今年はIGCの年,1回たけのイベントで終ら

せず,将来まで長続きする対応も考えたい.

IGCと関連して,個人的意見として言っておき

たいことがある.地質調査所はIGCをめざして,

地質アトラスの第2版を準備しているとのことで,

日本の地質を紹介する最もよい出版物として大いに

期待している.1OO周年記念の出版物だった第1版

は,はじめての試みだったが,よい評価をうけた.

その経験があるので,第2版はさらによいものが

できるだろう.

この際,第1版への不満を思い出すことも無駄

ではあるまい.その一つは,前述のとおり,すぐ絶

版になってしまったことである.とくに,外国にそ

の存在が知られて注文が来た頃には,たくなってし

まっていた.今回は,この点は考えられていると思

う.もう一つ,地質図の凡例には英訳があったが,

各回に付けられた解説には英文がたかった･図の内

容は,図を見るだけで自明とは必ずしもいえたい.

内容を知っている人てたいと読みとれたいことがあ

る.たとえば,日本の地質の予備知識がたげれぽ,

日本の地質図をみただげで,沈みこみや付加テクト

ニクスの地質を読みとれたいだろう.とくに,小縮

尺の編集図類は表現に工夫をこらして,豊富な内容

をもりこもうとしているので,極端にいえば,図を

書いた人でないと図の内容を読みきれたいのであ

る.情熱をかけた作り手の意図一思いのたげ一

を読者に伝える手段として,短いものでよいから,

回ごとの英文の解説を是非付けてください.

おわりに

本来のテｰマ以外の部分の方が長くなってしまっ

た.いいたい放題,書き放題に,私のお節介癖が加

わって,また人を怒らせるだろうと思っている.書

いたことの中には,私が地質調査所在職時に言われ

たら必死で防戦につとめたはずのものもある.それ

を承知の上で敢えて書いたのは,私のように`新米

の外部'でなく,`本当の外'からの眼は,もっと

きびしいからである.

当目の発表会の最後に,佐藤壮郎次長が｢数年前

の機構改変にあたって,地質調査所が頼るべき基盤

は国民全体であるということを基本理念とした｣こ

とを述べられ,感銘をうけた.地質調査所が,国民

との対話の道として,広報を,担当のレベルの問題

としてではたく,所の姿勢として,前例にとらわれ

ずに進めて行くことを心から願っている.

謝辞:建設省国土地理院測地部管理課長長岡正利

氏からは,地形図の平均需要の図について,地質調

査所地質情報センタｰの諸氏からは,地質文献目録

や地質図類の出荷数等について,教示をうけ,便宜

をはかっていただいた.また,複数の所員の方六か

ら初稿にご意見をいただいた.以上の皆様に厚くお

礼申し上げます.
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